










「ドリア ン ・グ レイの 肖像」論




はないであろう。nマ ン主義文学者の描 く世界は,一般的に,あ るがまま
の現実の描写にとどまらず,多分に自己本位的である。過去 ・現在 ・未来
のいずれを描いても,現在に満たされぬ自我が前面に出てしまって,頭 の
中で創 り土げた 「かくありたい」世界を描きがちである。ワイル ドもこの
例にもれる作家ではない。 「嘘の衰退」の中で,「 方法 として リアリズム
ユ
は完全な失敗である」 と2度まで口に し,又 「芸術家 としての批評家」の
中 において,「凡てすばらしい想像的な仕事 は自意識的で計算つ くである」,
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芸術作晶は 「最 も自意識的は努力の結果」に他ならない,と言 うのは,作
品中に人工 の世界を創 り上げる事を意味 している。そして故意に新しい世
界を創造する以上,自 分の理想 ・憧憬の描写へと進みがちなのは当然であ
る。この事 を:考慮 しながら,今 ワイル ドの唯一の長篇小説 「ドリアン ・グ
レイの肖像」を検討 ・鑑賞 して行きたい。
この小説 が始 めて読者 の目に触れ たのは,リ ピンコッツ ・マンス リー ・
マカジン紙上,1890年6月20日の事 であ る。今の我々に とって想 像出来な
い事 だが,こ の作 は当時 の読者 層の間 に大き な反 響をひ きお こした。 とは
言 って も,こ の作 が感動 の書物 である とか大傑作であ るとか言 った種 類の
評 判 では決 してな くて,大部分 は芸 術性 を問わずに,この作を不道徳 な本 と
ヨ
か 「有害な本」として告発する非難の声であった。その理由と言 うのは,
主人公として,可 憐な女優を死に追いや り,つQう 友人達を破滅の道に
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誘い込 み,親 しい画家 を殺害 し,場 末 の酒 場や アヘ ン窟 にお しのび姿 で出
入 りす る,に もかかわ らず何 の社 会的追放 も受 けず,青 年の若 さを保 ちっ
づ ける有 閑 プレイポー イが描 かれてい るか らであ り,副 主人公 として,快
楽 主義哲学 を唱導 し,た えず刺激 的な逆説 を弄す る人物 が描かれてい るか
らであ り,さ らに画家 を副主人公 に加 えて,3者 の間に同性 愛的な臭い が





developmentsofanesotericprurience."又 ワ ィ ノレ ドの こ の 小 説 を 書
い た 理 由 に ふ れ て,``Perhapsitwastoschockhisreaders,inorder
5
thattheymightcryFie/"と 述 べ て い る 。 ス コ ッ ツ ・オ ブ ザ ー ヴ ァ ー






ワイル ドは,2ケ 月足 らずの間 に216篇に も達 したこのよ うな批判文 に対
して,わ ずか3篇 だ けを とりあげて反論の筆 を とった。彼 は,「 芸術 作品
8
が道徳の視点から批評され得る」と言 う事 は理解出来ないと述べ,「 芸術
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家 とサブジェク ト・マ ター とを混同」 してい る と憤 り,「 芸術の領域 と倫
　む
理 の領 域は全 くわかれ てお り,別 物であ る」 と言 って芸術の 自律 性を声高
に主張 してい る。 このいわゆ る芸術至 上主義の立場 は,こ の小説 と同 年,
以 前に発 表 していた エ ッセイを収録 して出版 され た 「意向集」Intentions
の中に見 られ る中心思想 であ って,両 者の問の主張 は一貫 してい る。
ところで,こ れ ら反論の手紙の中で我 々が意外 な感 じを受け るのは,ワ
イル ド自か らこの小 説の モ ラルについて説 明 してい る事 であ る。 この小説
が`wicked'で`immora1'であ るとの批 判に答 えて,彼 は これにはモラ
10?





healthy_."さらに,ド リアンは,た えず 「自分 の楽 しみをぶちこわ し,若
さと快 楽は この世 の凡 てではない と警告 を発 する過度 の良 心意識 に悩まさ
ユ　
れている」のであって,決 して冷たい,良心の持たぬ人物ではない と,主
人公の道徳 性を弁護 している。即ち,こ の小説は決してimmoralではな
くて,moralな物語であると反論 している事になる。 すると,彼が先に
現実のモラルが芸術の世界に侵入するのを排斥 し,叉 「芸術家 と言 うもの
は全 く倫理的に共感する事はない。徳 も邪悪 も芸術家 との関係は丁度パ レ
ユヨ




ルの指摘を しなくとも,倫理性を読みとれない事 もない。限 りない放蕩の
あげ く,ド リアンは良心の呵責に耐え切れずに逐に友人を殺害 したのと同
じナイフで自分の胸 を刺 して自殺せねばならなかったからである。 とは言
うものの,悪 をなしたる者必らず滅ぶと言 う,いわば勧善懲悪小説を作者
は目指したのだろ うか。何にもまして芸術の優位,人 生の芸術化などを説
き,当 時のえせ道徳主義に攻撃の矢を放 ったワイル ドであるから,この作
品を教訓小説 として,又結末の主八公の死を単に良心の呵責による自殺 と
してではかたづけられないだろう。
ドリアンは ナイフで自分 の肖像 を突 き刺 した。 ところが実際 には 自分の
胸 を刺 して倒 れてい た。他者 と思 ってい た肖像画 は実 は 自己であったので
あ り,自 分のsoulが宿 ってい る心臓で あった。 ドリアンが,肖 像 画が 自
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分のsoulを あ らわ してい る事,即 ち,顔 は以 前の ままの美 貌 を保 ってい
るに もかかわ らず,肖 像画 は犯 した罪 に よって醜 くく変 化す る事 を知 るの
は,シ ヴ ィル を死に追いや った後 である。作者 はこの時 の模様 をこ うコ メ
ン トしてい る。 「この絵 がいままで彼 自身のbodyを 彼 に示 して来 た よ
うに,こ れか らそれは彼 自身のsoulを示 すだろ う」(第8章)と 。 この
事件 を契機 として,ド リアンと画像 との開 きは快楽にふ けるに従 って著 じ
る しくなるばか りである。soulは醜 くく変 るのにbodyは 全 く若 々 し く
とどまってい る。 これは完全 に彼 のsoulとbodyの 間に分離 が起 って
い る事 を示 している。
ドリアンの肖像画 がバジル ・ホール ウ ォー ドの ア トリエで描かれ た時点
に おい ては,bodyとsou1は 完全 に統合 された状態 にあ ったはず である。
バジルはそれ ら二つ の ものが統合 ・調和 されてい る中に彼の理想 を見い出
し,そ の結果傑作 を産 む事 が出来 た。 ドリアンをモデル として得 た喜 びを
この よ うに述 べてい る。 「『思想 の昼 間に見 る様式 の夢 」一誰 か言 ったの
か,忘 れて しまった。 しか し ドリアンは私 に とってま さしく そ れ な の
だ。・…・'無 意識 に彼 は私 の為 に新流 派の とる方針 をきめて くれ る。……
soulとbodyの調和一 それ は大変 な事 なのだ。 我 々は狂気 のあま りその
2つ を引 きさい て,野 卑 な リアリズ ムと空虚 な理想 をつ くって しま ったの
だ。ハ リー,ド リア ンが私 に とってどんな存在 であるか,わ かって くれた
ら なあ/」(第1章)叉 後 にな ってバジルは ドリアンに こ う告 白 して い る。
「我 々芸術家 にはきわめ て美 しい夢 のよ うに目に見 えない理想の記憶 が訪
れ て来 るもの だが,君 は私に とってその理想の権化 となった 。」(第9章)
この調和の とれ た ドリア ンをsou1とbodyに 分裂させたのはヘ ン リーの
ヘ ドニズ ムで あると言 える。 感覚に よる以外に何 も、soulをいやす事 は出
来 ない とのヘ ンリーの説 を受 け入れ て,新 しい感覚 を求め続 けた結果 彼の
soulのみが老 い る事 とな ったのであ る。
この調和 の とれた ドリアンをモデルに して,バ ジルが肖像画 を完成 した
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時,新 しい 一個の芸術品の誕生 であ った。 ア トリエには2個 の芸術 品が立
ってい る事 に なる。 一方 はその肖像 画,静 的 な(static)な芸術 品 と言 っ
てよい。他 方 は美貌 の ドリアン自身,.生ける,動 的な(dynamic)芸術品
と言 って よい だろ う。 この2個 の芸 術品 におのおの支配力 をふ るうのは全
く対照 的な2人 の人物,バ ジル とヘ ンリーであ る。 バジルは ともすれば若
者 に説教 を しがちな,又 破滅に瀕 した ドリア ンに神へ の祈 りを勧 め る(第
13章)よ うな道徳 的な性質 の画家で ある。 ヘ ン リーの方 は,快 楽 主義を持
論 とし,恋 人 の死 によ り良心に苦 しむ ドリアンを,バ ジル とは異な って,
劇場に誘 うよ うな,いわば反道徳 的 ・悪魔主義的人物 と言 ってよい。この2
人に会 うま での ドリア ンは,自 分の美 と若 さ(芸 術的価値)に 目覚 めぬ,
単 なる素材 にすぎなか った。 バジル は,「 この絵 の中に私 自身 のsoulの
秘密 をあらわ して しまった」(第1章),又 「私 はその中にあま りに多 くの
自分 を注 ぎ込 みすぎた」(第9章)と 告 白 じてい るように,自 分 のsou1
を注入 す る事 によ って,素 材 と しての ドリアンか らこの静 的は芸術 品を創
りあげた。 それ故,画 像 は,こ の道 徳的 な画家 の心 を反映 して,ド リアン
が罪 を犯す たびに醜 くくな って行 く。他 方快楽主義的生活者 ヘン リーは,
「今朝 って/君 は その時 から生き始め たの ではないか」(第2章)と ド
リアンに向 って言 っている ように,肖 像 画 と言 う鏡 を見 せ る事 に よって,
若 さと美 の貴 さを説 き,目 覚め さぜて,生 ける芸術品 を産み出 したのであ
る。 この新 しいヘ ドニス ト生誕 の瞬 間は ドリアン自身の 口から知 らされ る。
「もしそれが入れ替 わ っていた らよいの に。常 に若 くあるのが僕 で,絵 の
方 が年 とって くれた らなあ。その為 には,そ の為 には僕 は何 だ っ て 与 え
る。…… その為に は,僕 のsoulだ って くれ てや る。」(第2章)ヘ ン リー
は,輝 く ドリアンを彼の手に よって さらに一 層理想的 な人物に仕立 てよ う
とひ そかに決 心 をす る。 「この若者 を ともか く驚歎に値す る型に造 りあ げ
る事 が出来る。 ……彼に対 して出来 ない事 は何 もない。 タイタンに も玩 具
に も造 る事 出来 る。 ……彼 を文 配 してや ろ う,い や,も う半分 して しまっ
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てい るのだ 。」(第3章)ド リアンは,現 実 の生活に おい てい わば ヘ ン リ
ー哲学 の実践者 として放蕩の限 りを尽 すが,若 さと美 は衰 えず,人々 を魅 了
しつづける。 バジル もヘ ン リー も ドリア ンよ りそれぞれ芸術 品 を創 り出 す
事 に成功 し,常 に自分の理想状態 にある と信 じている。 それだから こ そ,
バジルは再び モデルになる事 を申 し込む(第9章)の であ り,ヘ ン リーに
しても,.既に青年期 を過 ぎたはずなのに若 さの衰 えぬ ドリアンに羨 望 の気
持 を漏 らすの であ る(第19章)曁。 ところが実際の ドリアンは完全 に創造
主 の手許 から離れて しまっている。 かっての,soulとbodyの 調和 した
ドリアンではな くなっていて,快 楽 を味 わってbodyの 若 さだ けは保 っ
てい るものの,soulは いや され るどころか,そ の象徴 である画像 は醜悪
に なるばか りであ り,sou1とbodyの 分 化は進 む一方であ る。 た だ ドリ
アンのみがこの事実 を知 ってい る。即 ち,彼 の美貌 は実体 としての堕落 し
たsoulを隠す仮面(mask)な のであって,彼 は今,実 体 か ら遊 離 した
虚構 の世 界に住 んでいるのである。
ドリアンは,こ のいわば二重生活,soulとbodyの 分裂状態 での生活
に悩 まされ ない わけではない。soulの秘 密が他 人に見 られ るのを恐 れて,
肖像画 を二階 の密室 にと じこめたのもこの理 由による。 それ でも 「扉 に し
っか りと入念に何本 かの かんぬ きをか けて来 たにもかかわらず,彼 の留守
中 に誰 か部屋に入 り込む か もしれ ない」(第11章)と言 う懸念 にか られて,
彼 は長 い間英 国 を難れ るのに耐 えられ ない程 であった。 ジェイムズからの
恐怖が彼の不 慮 の事故死に よって去 った後,ド リアンは その2者 問の差 を
な くそ うとす る。 ここで彼が試み るのは,美 貌 と言 う仮 面 を脱ぎ捨 てて醜
悪 な実 体に忠実 に なろ うとす る試みではな く,彼 の心 は,堕 落 したsoul
の絵か らいかに して この醜 くさを取 り除 くか と言 う問題 に とらわれている。
こ こで ドリアンは善 行に よる除去 を試 みる。 か って冷た くあ しら って死に
追 いや った ところの シグ ィル,こ の娘 を彷彿 とさせる無垢 な田舎娘 ヘ ッテ






章)つ ま りドリアンは,函 像の不快 な醜悪さを消し去って,人生におい
て最後まで美 しさを保つ生ける芸術品として残ろうと努めているのである。
さ て,こ の 小 説 の 登 場 人 物 は`havenocounterpartinlife'であ っ て
　る
`merecatchpennyrevelationsofthenon-existent'で あ る と 批 判 さ れ




literatureistorealisetheron-existent."この よ うに フイル ドは意識
的 に 「新 し く創 り出 しJ,「存在 せぬ ものを顕現 」 した結果 が小説 の世 界で
ある と考 え てい る。先述 した通 り,虚構の世界 をわ ざわ ざ造 りあ げる以上,
ワイル ドが 「か くあ りたい」世界 の描写,憧 憬 とす る人物 の設置へ と進む
事 は当然老 えられ るが,で は彼の憧憬 はどこに あるのか。 ボー ドレー,vの
『赤裸 の心 」の中に次の よ うな部分が ある。
どんな入 間に も,ど んな時に も,二 つの祈願が同時にあ って,一 つは
神に向 かい,一 つはサ タンに向か う。神 への祈願,あ るいは精 神性 は
向上へ の希求 である。 サ タンへの祈願,あ るいは動 物性は,下 降の悦
ユ　
びであるQ
このことばは入間の普遍性をついてお り,善と悪,神 性 と獣性,聖 女 と娼
婦 と言 うように,人 の心の中には互に相対立する2傾向が共存 していると
はよく言われる事である。今 「ドリアン ・グレイ』を書 く時のワイル ドの
心は,サ タンへの祈願,下 降の悦びへ と向っているとは言えないだろうか。
彼のこの獣性への強い興味は,こ の小説中では,「罪は現代生活の中の唯
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一 の色彩要 素であ る」(第2章)と 述 べるヘ ン リ7の こ とばか らも うか が
われ るように,感 覚主義 を中心に して,果 てはsin,crimeへの傾 倒 をも
辞 さない程 に まで至 ってい る。 もち ろんこの事 は グ ィク トリアニズ ムへ の
反 逆 と言 う事 と密接 に結びつい てい るけれど も,た だ単 に反逆 の為 の有 効
な手段 と言 う事だけに終 ってい る ものではないだろ う。 この傾 向は彼 の ど
の著作に も現われてい るけれ ど も,特 に,毒 薬 を手に入 れて次々親 類縁者
を殺 してい った,画 家,美 術評論家,文 人,そ して ダンデ ィで もあ った ト
マ ス ・グ リフ ィス ・ウエイン ライ ト(1794-1852)につい ての エ ッ セ イ









引用文 はその良い例 であ る。 そ して,こ の よ うな人物 に強 く心引かれて,
このよ うなエ ッセ イを書 いた事 自体,彼 の獣性 への関心の強 さを示す何 よ
りの証拠 であ る。 さらに現実 の人生において も,彼 がサ タンに向 って歩 ん
で行 った事 は,『獄中記」 の中 のこ とば,「永遠 の若 さを浪 費す ることが私
に奇妙 な喜 び を与 えた。高 みにあ きて来 ると新 しい感 覚を求めてわ ざと深
zo
み にまで降 りて行 った」が よ く示す通 りであ る。 この よ うな快 楽,反 道徳
性,悪 へ の強 い傾 倒は,そ れ らが彼 の憧憬 とす る ものであ るか らであった0
　ユ
Nethercotの言葉 を借 りれ ばこの時 の ワイル ドは`theDevi1'sAdvocate'
と言 う事 にな るが,ま さし くこの気持 を表現 したのが「ドリアン・グ レイ」
の世 界ではな かったのか。当時多 くの読者は この小説の反 道徳性 を非難 し,
それに対 して彼は モラルのあ る事 を説明 して反論 した けれ ど も,そ れは攻
撃 を一応避 け る上 での単 なる口実 ・弁解 のよ うに思われ る。彼の 目指 した
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の は,そ し てそもそ もこの小 説を書 いたの は,ま さし くこの反道 徳性 を描
きたか った 事にあ ると思われ る。画像 を前 に して,ド リアンが若 さと引 き
換 えにsoulを 悪魔 に売 る場面 に言及 して,Juanは"Thenovel_isa
22
fulfillmentofthiswish."と言 ってい るよ うに,ワ イル ドは ドリアン
の願い(ひ いではヘン リーの願い)を か なえさせる為 に小説 を書い たよ う
な ものだ。 ジイ ドに向 って,小 説 なん て書 けないだろ うと人 に言 われ た も
　ヨ
のだから数 日で書き上げたと言っているように,筆 の滞 りが無ければ自分
の好きな事 を勝手に書きまくる事に,苦 痛の伴 う事はない。 「私はこの本
を全 く私 自身の楽 しみの為に書いた。そしてそれを書く事は私に大きな楽
　る
しさを与 え た」 と述 べる ワイル ドは,こ の辺 の心的背景 を物語 ってい る。
ワイル ドの サ タンへ の希求 を満足 さ して くれ るのは,師 ヘ ン リーの説 くヘ




ワィル'ドのその手紙 のこ とばは,他 の一面 を持 ってい る。aド リアンは,
実 体 としてのsoul(画像)と は袂 を分 けて美 と若 さの仮 面 を付 けて 生 活
してい る。 この虚構 の中での生活 を脅 やかすのは醜悪に と変 化 した画 像で
あるが,自 分以外誰 も知 らない。 ドリアンは,齢 と共に老い醜 くくな る人
々とは異 な り,永 遠 に生け る芸術 品 として世に君臨 してい る。 この ドリア
ンの人生 を羨望 もってながめてい るのはヘ ン リーであ る。 なるほ どヘ ン リ
ーは快楽哲 学を持論 とし,至 るところで唱導 は してい る ものの,現 実 にお
いては ドリアンほ どに実践出来ないでい る。 バジルが 「道徳的な事は全然
口に しない,け れ ど も悪事 を犯すこ と もない。君 のシ ニシズムは単にt一
ズにすぎ ない」(第1章)と 言 ってい るのは,多 分に ヘン リーが理論家だ
けに とどまってい る事 を言い当ててい る。 ヘ ン リーは ドリアンのお くって
来た人生について こ う言 う。 「人生 こそ君 の芸術 であ った」(第19章)と 。
これ は,ド リアンが老い て行 く普通 の人 間 よ り,永 遠 に美 と若 さを保つい
ユ14
わ ば人工の人間に変身 して,望 む ところ勝手 に活動 しょうとも
,耐 えず人
kの 心 をひ きつ けて来 た事 をさしてい る.か つ て ・イル ドは 「ぺ・,鉛 筆
そして驟 」 の中 で・ ウ・イ・ ラ朴 に 関 して,・ ・Thi・y・・ngd。ndy
s°ughttobesomebody,ratherthantodosomething.Herecog-
26皿isedth・tLif・i・・elfi・anar・・"と言 ・た.と ころがこの,亅、説 中で は,
ドリアンは確 かに 「誰 かになって」 しまっているのである0ワ イル ドが人
生 の芸術化 と言 塒 ・人 ・は彼 曙 美服装,胸 のひまわ り,誡 のつ ぼ等
kを 鯰 しが ちであるが・ その問題 はそのよ う娠 面 的な ところだけ
にあ
るとは思われ ない。 ドリアンが現実 の人間 から人工的人間 に変
って,マ ス
クを付 けた虚構 の世界 に住ん だ事,こ れが芸術化 され た人生 と言 ってよい
だ ろ う。 人生の芸術化 とは一種の変 身の思想 である。芸術家が何人か の登
場 人物 を創 咄 す よ うに・姓 にお・・て人 がある型 の人 を,それ も醗 の理
想 とす る型 の人 を案 出 し・ それに身をかえ て,fi」1の世界に入 りこむ事 で
あ る。 厂人生にお ける最初 の義務 は出来 るだけ人工的(artificia1)になる
　ア
事 である」 と述 べ るエ ピグ ・・は・彼 のこの思想 を適切腰 約 してL、る
。
ドリアンが ワイル ドの理論通 り,肖 像画 の中の 自分 に変身 する事 によって
芸術的人生 をお くって来 たのであるか ら,「 ドリアンは私 がなってみ たい
　お
と 思 う と こ ろ の も の で あ る」 と・ 報 に 書 き 言己す 理 由 は 明 ら か で あ る
。
『獄 中 記 」 の 中 で ・``ItreatedArtasthesupremereality,andlife
zs





サ ロ 　artlstlclifeleadsaman'."と 述 べ る ワイル ドは,自 か らも快楽 主義
的 ダンデ ィに変 身 して 「芸術的人生」 をお くって来た事 を認めてい るので
あ る。
このように主人公 ドリアン・グレイは,反道徳性 と芸術的入生の故にワ
わ レドの理想 とあこがれる人物である・そ轍,こ の小説が攻撃 され塒,
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彼 の これ は一 つの モラル を持 ってい るとの発言 は,本 心か ら出た ものであ
るか ど うか疑 わ しい,と 先に述 べた。 ところでこの 「疑 わ しい」点 にこの
小 説は一 つ の問題を持 ってい る。 もしかする と,ワ イル ドの証言通 りモ ラ
ル を持 って いるか もしれない。 ドリアンはsoulとbodyの 問 をひき裂 か
れ,良 心 に見捨 て られてい る事 に悩む。 それは,ワ イル ドの童話 「漁夫 と
彼 のsoul」の中の漁夫 に似てい る。 一時 の感能 的快楽 の為 にsou1をた
ち切 った漁 夫 は,す ぐその快楽 に もあきて,次 々 と数 多 くの悪行 を,そ れ
も自己を抑制 す るsoulを持 ってい ない のであ るから,凡 て無意識 の うち
に犯 して重 ねて しま う。最後 は主人公 の死 を もってsOu1は漁夫 の肉体 と
合体 する。 この2者 の分裂の恐 ろ しさの教訓 的な描写 と主人公 の死 は,ド
リア ンの一生 に似 てい ると言え るだ ろ う。 それに ドリアンのsoulは道徳
的参バジ ルによってた えず支配 されてい る。 これ らこの小 説の倫理的 な面
は,姉 シ グ イル と姉 の身の上 を心配 しなが ら外 国船 に乗 り込 む弟 ジ ェイム
との間の ほのぼの とした愛情の描 写(第5章)と も結 びついている。 こ う
:考えて来 る とワイル ドの証言 は ます ます信頼性 を持 って くるわけだが,こ
れは どう言 う事 なのか。 ボー ドレールがサ タンへ の祈願 と同時 に神への祈
願が同時 に存在 す ると言 った よ うに,こ れ ら倫理性 は ワイル ドの心 の奥底
に潜む も う一つ の傾 向であった と解 釈出来 るだろ う。nに,t一 の 『ウィ
リアム ・ウィル ソン」,ス テ ィー グンスンの 「ジーキル博士 とノ・イ ド氏 」,
ドス トエ フスキーの 『二重人格 』な どを始 め として,二 重 人格小説 は相対
立す る性格,傾 向 を持 った二人 の人物 が登場 するが,こ の時の作家 の心 の







今,ワ イル ドの場合,ヘ ン リー と人 間 ドリアンのヘ ドニス トぶ りを描 く事
に心傾き,力 を入れ てい るの であって,そ れほ ど`葛藤'状 能 にあっ た とは
考 えられ ない けれ ども,ワ イル ドの心 には意外 に も倫理性 が潜 んでい る事
は他 の著作か ら も発見 出来 る事実 であ る。 それ故,自 分 のあこがれ とす る
ヘ ドニズ ムの世界 を描 いてい るに もかかわ らず,無 意識 の うちに倫 理性 が
出 て しまって,結 末 は ドリアンの 自殺 で終 る事 にな り,モ ラリス ト,バ ジ
ルが最後に勝利 したよ うな形 になって しまった。 この アイ ロニーが気に な
るのか,「 それは モラルを持 った小説 である。…… それは この本の唯 一の
ヨ　
欠 点であ る」 と述べ る時,そ のつ も りもないのに,は か らず も本心 を出 し
て しまった時の よ うに,彼 は多分に 自嘲的 である。
この小説の最後のパ ラグ ラフは次 の ようになってい る。
When they entered they found, hanging upon the wall, a splendid  
portrait of their master as they had last seen him, in all the 
wonder of his exquisite youth and beauty. Lying on the floor 
was a dead man, in evening dress, with a knife in his heart. He 
was withered, wrinkled, and loathsome of visage. It was not till 
they had examined the rings that they recognized who it was.
(第20章)(下線 は筆者)
もし下線部 がな くて,た だ ドリアンが ナイフを胸 に刺 して倒 れていただけ
の描写 であ ったな ら,今 述 べた よ うに倫理 性を もたせた結末 とな ったであ
ろ うが,実 はそ うではない。 即ち,こ の場 にな って倫理 的 自己を押 しつけ
て,例 の芸術家 の 自己が現われて来て,十 分 とは思 われないけれど も下線
部 の ような細工 を施 して しまったの であ る。"ltisnotformoral
reasonsthatWildeletsDorianperish,butexnecessitaterei
お
Doriancannotendotherwise."とOjalaが述 べている ように,単 に道
徳的理 由のみでこの結末 は説 明出来 ないだろ う。 ドリアンは美 と若 さの仮
面 をか ぶって,人 々の 目を魅 了 し続 けてい るが,た えず脅や か してい るの
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はsou1を 象徴す る醜 くい画像であ る。 そ こで善行に よって醜 さをな くそ
うとした。 しか し彼 が善行 として田舎娘 に した行為は,美 しくな るどころ
か,よ けい に画像 を醜悪 に して しまったのであ る。 ドリアン自身は確 かに
善行 を した と思 った,し か し実際には それ は真 の善行 ではなか ったのだ。
愛 す る田舎 娘 と駆落 ちす るはず であ った ドリアンは,突 然 その計 画をやめ
に した。 と言 うの は,「 その娘 を始め て会 った時 と同 じ花 のよ うな状態 の
ままに して お こ うと決心 した」(第19章)か らであった。 これを ドリア ン
は善行 と思 った,が 実は ヘン リーが言 うよ うに,こ の行為 は 「新奇 な感覚
を求 めよ うとす る欲求」(第20章)で あ ったのである。彼 は自分 は一体何
なのか,何 を したのか よくわか らない であ って,ア ィデンテ ィテ イを失い
かけてい る。 自己の確認 はあの肖像画 を見 る事 に よってのみ可能 なの であ
る。 ここに至 って,ド リアンは仮面 を脱 ぎ捨 てて,実 体 としてのsoulと
結 びつ く事 は出来 るのであろ うか。 「自白?そ れは僕 が 自白す ると言 う
事 を意味 してい るのか?自 首 して行 って,死 刑に なるとい う意 味 な の
か?彼 は笑 った。 こんな考 えは馬鹿 げ てい る。それに 自自 した として も,
一体誰が僕 の ことば を信 用す るの だ。……彼 は気が狂 った としか世 間は言
わぬだろ う。」(第20章)即 ち ドリア ンは仮面 をとる事 さえも許 されない 。
彼 の奇妙 な噂 を耳に した八 も,彼の顔 を見 た とたんに疑惑は とんで しま う。
親 しい ヘ ン リーで さえ,ド リアンが人殺 しを し,soulが 堕落 してい る事
を知 らない。 ドリア ンの美 のbodyは 彼 に とっては仮面 であるが,人 々
はそれ を実体 と思 ってい る。 虚構 が他 の人か ら実体 ととられ てい る限 り,
自白が不可能 であ るのは明白であ る。 これ は虚構 の人生 をお くつて来 た も
のの悲劇 であろ うか。仮 面が とれない以上,か ぶ り続 けるよ り他 な く,虚
構 の人生 をさらに歩 まん として,ド リアンは,そ の生活 の唯一の脅迫 者,
画像 を消 しにかか るのであ る。他者 と思 ってい た画像 は,自 分 のsoulで
あ り,胸 であ り,そ して その結果 は ドリアンの死 であ った。お よそ虚構 と








A述 べ て来 たよ うに,こ の小説 は ワイル ドの芸術 ・人生理論 を中心 とし'
て,反 道徳性 と倫理性(後 者 は弱 いけれ ども)が 交錯 してい るが,こ れ は
この作品 を書 く彼 の態度 が徹底 ・一 貫 していないか らであろ うか。 それ よ
りも,こ の作品 のあい まい性 は作者 の心 を反映 してい る,即 ち,極 端 か ら
極端 にとゆれ動 く,不 安定 な 自己をあらわ してい るよ うに思 え て な ら な
い。美 と若 さのマ スクを付 けたbodyド リア ンとヘ ン リーに代表 され る反
道徳 の世界 と,堕 落 したsoulを示 す画像 ドリア ンとバジルに代表 され る
倫理性の世界 は,ワ イル ドの理想我又 は仮構 の 自己(falseself)と,内的
自己又は真の 自己(trueself)とを反映 してい ると言 って よいだろ う。こ
の小説に多 くの評家は,投 獄事件 を始め と して,ワ イル ドの自身の運命 を
読 み とる。 それは,ド リアンの よ うに,虚 構 と実体 を分裂 させた ままでの,
長 きに渡 る虚構 的芸術的生活に よる悲劇以外 の何 であ ろ うか。
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